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恋愛用語「失恋Jの成立と中国語への伝播
についての一考察
清地ゆき子
O.はじめに
明治W3に日本で創出された大量の人文社会科学系の近代訳語は、 20世紀初
頭、新i習や翻訳を介して中|謹話に受容された。その後の臼中語議交流につい
て、 r1919年の五回来r文化運動以降、高度な、特殊な専門用語のほかに、社会
の革命語教、文学用語、時事詩が引きつづき伝来したけ)j という指
捕はあるものの詳細な考察は少ない(幻。
1920年代、行本に留学していた張資平 (1893-1959)をはじめとする、創
造社の作家たちの作品には、当時の日本文学の影響を受けてか、臼本語借用語
特に恋愛に関する用語(以下、恋愛用語とする)の使用が多く見られた。
朱1995の日本語信用語の認定基準「中間の吉代文献に典拠を持つ語の場合
は、①明治時代に「新しい意味j を日本語の方に早く出現していること。②西
洋の概念を翻訳する過程で生じたもの。③それまでの中国語の語義が完全に更
新され、その後の意味領域が改められていること」に照らすと、“愛情・愛
人・初恋・恋人・失恋"などの恋愛用語が、 1920年代に中富語に受容された
ことが推滅される i:へ
1920年代に中国語に受容されたと恩われる恋愛用語の一例とし
て、 f失恋」という訳諮が、明治期以降、日本語に定着していく過程と中国語
への伝播について考察したい (4)。
1 日本語としての「失恋j の成立
f失恋Jの最も早い{吏用は、管見の及ぶi浪りでは、 1896年の小栗鼠葉の「失
恋詩人j に見られた。この小説の舞台は日本であるが、随所に英語表記が見ら
れる。小栗風葉の代表作「恋慕ながしj (~読売新関~ 1898.9.5 '" 12.5)が、
森鴎外訳「埋木j (~志がらみ草紙』第7号~第31号、 1890.4 "-1892.4)から
ヒントを得ていることから川、この「失恋詩人J も歌米文学の翻案か翻訳作
品の模倣とも考えられる。(例文の下線は筆者、以下同様)
(31) 
1 )ああ、君にも然う克えたかね、僕は実に其、今 iヨより哀れなる会P~~の者
だ。
情無い言を言うじゃないか、いや那践女に去蛮も何も要るものか、僕は
又君の始中終の談の様子では、恐く最些fSう、異うに取済ました上品な
女かと思ったら、いや月 6iulくらいの代物だ、
(小栗j民議「失恋詩人J ~文芸倶楽部』第2巻 1:3号、 1896.11 、 Op.1 :3 8寸 39)
2か丹後、泉鏡花の「恋愛詩人J Vこも「失恋J が党られた(用例 2)。ま
た、 1898f!三の罰木田独歩の小説には、会話文に「失恋Jが使用されている(舟
17U 3)。
2)詩人呆然として空しく帰る、ここに於いて去盗室となり、天を仰いで毎
日ふさいで腐る。(泉銭花「恋愛詩人J ~太陽』第1巻2号、 1897.1 、 p.115)
3) r害関が玄室のために死ぬるやう立男だろうかそんな事はなからうJ
木田独歩「死J wl認民之旋』第~)70号、 1898.6、 p.86)
以後、小説や翻訳などに f失恋j の使用が多く認められるようになる川。
「失恋J の辞典への最も早い収録は、 1907年の『辞林~ (金沢庄三郎編、
省堂〕、 Z註解 和英新辞典~ (山iコ造調{也、賞文館)に見られる。英和辞典で
は、 1917年の『熟語本位 英和中辞典~ (斎藤秀三郎、日英社)に、 Tolコe
disappointed in loveの訳語として「失恋する j 、 1931年の F大英手n~*典~ (市
)JI三喜{虫、富山房)に、 lovelornの訳語として f失恋したるj が掲げられてい
る会
このように、日本では、「失恋Jは1896年に小栗}毘葉の「失恋詩人j に使用
され、その後、創作や翻訳に{室用され定着していったと思われるの
ところで、 1894年の翻訳「わかきヱルテ)!--がわづらひJ 『忘が
らみ草紙s第54号、 1894.3、p.27(原題 1 ゲーテDieLeiden des jungen 
Wer的θ'rs) には、「初恋のうれしさ余りて、絶えす喜べるがために、つひに男
の愛を失へる少女にむかひて、J と、「愛を失へるj という表現が見える。
幕末から 1900年代初めまでの英和辞典、『英和対訳袖珍辞書~ (:堀達之助、
1862) 、『英和字葉大全~ (市)11義夫、製紙分社、 1885)、『新訳無-双;英和辞書』
(概橋一郎、戸田富秀、 1890)、WAnew English-Japanese dictjonary~ (和田
垣謙三、大倉書l吉、 1901)でも、 lovelornの訳語として「愛ヲ失フタ/わが当
てられている。つまり、「失恋J が創出される前は「愛ヲ失フタルj などが訳
語として当てられていたと考えられる。
その後、 1910年代から1920年代後半までの英和辞典では、 lovelornの訳語
(32J 
として、「愛ヲ失フタル」に加え、 f恋人ニ見捨テラレタ)~J (W模範英和辞典』
神田乃武{也、三省堂、 1911)、「恋人に捨てられたJ (均Ir英和大静典3開倉i詣
研究社、 1927) などの訳が付加されている。
これは、 f愛Jは、:friの愛、人の愛など、意味範i怒が広すぎるので、男女の
「愛Jに限定するため、「恋人に克捨てられるj などの訳が付加されたとも考え
られるつ
また、 1893年刊行の『日本大辞審~ (UJ由美妙)の、見出し語{あい) (愛)
の項には、 f同義 こひ(恋)Jの説明として、「今日ノ普通ノ意味ニ関レパあ
いハこひヨリ意味ガヒロク郎チあいハー殻外界ノ物ニ対シテノ想ヒニ差シ支へ
無ケ言ヘル、強シ、こひハ寧ロソノ一部分デ、主トシテ男女間ニ出ルイツクシ
ミノ J情ナドノ窓昧ヲ持ツj と記されている。
恋愛が文学の題材だけではなく、「ことばの流行、やがて行為の流行として
広まる(7)J 1宇で、「失恋Jの創出には、意味範協の広い「愛j と、男女の関係
を表す「恋j との意味の住み分けと関係があったのではないだろうかは)ο
2. 中国語“失恋"の成立
2.1 中慰語の“失愛"について
中盤語の武紀中煩から1910年頃までの英華辞典類を縫認すると、
in Loveや10ve10rnの訳語として“失愛"や“失愛的"が当て
られている。
{失)去三塁 lostfavor (((五車韻府>>R.Morrison 1819 :ゆまに書房影印、 1996)
[diヌ inlove丞翠 (<(華英音韻字典集成》
W.Lぬscheid、金英訳議館増訂、 1902:大空社影印、 1999)
[lovelorn]丞室部 (<(英華大辞典》顔恵慶等、商務印書鎮、 1908)
また、 1908年に発表された魯迅のく摩羅詩力説〉にも、所謂失恋の意味とし
て“失愛"が使用されている。
4)記畏以去愛絶歓。陥子医苦。
(魯迅く療経詩力説>(((河南》第2期、 1908.2、pp.87-88)
(マンフレッドは失恋して絶望し、苦しみの極に陥った)
(伊藤虎丸(代表)wi! !J'魯迅全集』第1巻、学習研究社、 p.114)
5)中有去愛自殺之入。(関前《河南》第3期、 1908.3、p.62)
(その中に、失恋のために自殺をした者がいた) (間前『謡迅全集Jlp.137) 
(33) 
2.2 翻訳に克られる“失恋"
1910年代後半以降、翻訳に“失恋"の使用が見えてくる。管見が及ぶ!壊り
での平い使用は、 1918年の周作人の翻訳〈貞操論〉と思われる。これは、周
作人が「日本の先覚者たち言論を i争時人に読ませるために (9)Jと、与:謝野晶
子の「貞謀は道徳以 j二に尊貨であるJ を抄訳したものである。 J詩作人は、 rJ守
恋j を"単脚本i~)号、"と翻訳している一方で、「失恋j は日本語をそのまま“失
恋"としている。
6) }十恋と云ふのも、去蓋と云ふのも、また其れまでに逮しない程度の異性
に対する淡い愛情も一切不貞不純の事実になります。(与謝野l!話子「貞操
は道徳以上に尊寅であるJW人及び女としてA 1916: ~与謝野晶子令集』文泉堂、
1976、p.173)
無論単棺思無論去室、或只是対於異性i約一種淡淡愛引情， {更都是不
(]荷作人訳〈貞操論><(新7寄与::->)第4巻第5号、 1918.5、1).389)
1920年代、中関では、近代恋愛観に隠する日本の随筆などが多く翻訳され
たが、 1922年にY.D.は、翼)11豊彦のけミ恋に就て」を抄訳している (10)。
Y.D.は繋J1Iの「失恋そのものは必ずしもうれしいものではありませぬj を f悲
しいものではありませんj と意味を変えて訳しているものの、日本語の「失
恋」はそのまま梗用している。
7)そういったところで、失恋そのものは必ずしもうれしいものではありま
せぬ。(翼1豊彦 f失恋に就てJ W翠より翠への通~1:1ß 改造社、 1922 、
這様説来百失恋未必是可悲的事。
(Y.D.訳〈告失恋的人Wq>((続女雑誌》第8巻第ら号、 1922.5，p.27) 
1928年には、菱弓尊が、厨)1自村の『近代の恋愛観』を完訳しているが、
やはり、日本語をそのまま“失怨円と訳している。
8)たとひ去室ではなくとも、女性との関係に於いて最も深い人間苦を味は
った事は、パンズもシエリイもキイツもパイロンも、みな同様であっ
た。(厨)1辰夫 F近代の恋愛観』改造社、 1922、p.87)
即不去室市在輿女性的関係上嘗過最深的人間苦者，如彰斯 (Burns)， 
如雪莱，如済慈 (Keats)，如参拝 (Byron)皆是。
(褒巧尊《近代的恋愛観》開明書局、 1928、p.62)
2.3 創作作品iこ克られる“失恋"
小説での“失恋"の早い使用は、管見の及ぶ限りでは、 1920年の張資平の
(34) 
処女作〈約機Mi之水〉に党られた。この小説は、中j翠人留学生が日本人女性に
失恋したことを題材とし、その悲しみや苦しみが描かれている(J苦例 9)。
は1922年の身辺小説にも“失恋"使用しているが(用例11)、張資
平以外では、 1921 年の事I~沫若のく湘累〉や1922年の i沼漢の (1出UI俳広之一夜〉
にも“失恋"の使用が見られる(用例10、12)。郭沫若や出漢は、 1921年に
張資平とともに、創造社を結成したメンバーであったことから、 1920年代初
期、創造社の作家にとって、作品に“失窓"を使用することは、創作の上で、
ったのではないだろうか。
9)他受了良心的背責，近来又新露失恋的痛苦，所以{也;忠魂失腕似的路至lJ這
海1寅来。(張資平〈約観河之水><<学芸》第2巻8号、 1920.11、p.2)
(彼は良心がとがめ、最近又新たに失恋の苦しみも味わったので、魂の抜
け殻のようになってこの海岸にやって来た)
10)他来誘我去結識些美人，可他s寺常使我失恋。[草15沫若〈機累><<学芸》第2巻
10号、 1921.4<<郭抹若全集》第1巻、人民文学i吐i版社、 1982、p.20)
おれを美人に紹介するが、おれはたびたび失恋の苦杯を嘗めさせ
られる)
、? ??，
?
?
??
(須田禎一訳時s沫若詩集s雄?華社、 1977、p.25)
投機事業失敗札学校考試失敗的，生ZE的多跳j益還火
(張資乎《沖積期化石》創造社出版部、 1922初版:1928第3版、 p.240)
した入、事業投機に失敗した入、学校の試験に失敗した人、
した人など、多くの人がこの火口に飛び込んだのだ)
12)林先生全部至!J疲有甚j喪那様難過的事情?難道flA也去了鳴?他併喝
溜的少爺fr~，幾乎十組有九是白稿去的，我不信林先生也是那一種
(田漢 (1時IlOFJ;5;之一夜><<創造季刊》第]巻第1期、 1922.3、p.47)
(林さん、一体どんな辛いことがあったの。まさか、あなたも失恋したん
じゃないでしょうね。 j閤を飲んでいるあのお坊ちゃん達は、ほとんど
が、失恋したと自称しているけど、私は林さんもあのような「擬似失恋
者Jだとは思えないわ)
前述したように、魯迅は1908年のく摩羅詩力説〉の中で凶失愛"を使用して
いた。しかし、 1924年12月に発表した詩の題自はく我的去室一擬吉的新打油
詩> (<<語紙》第4期)とし、“失恋"を{吏吊している。尤も、この詩は当時、
失恋の詩が流行したのを謡刺するために書いたようである(ll)0 1918年に周作
人の翻訳に“失恋"が使用されたこと、 1920年代初めに張資平をはじめとす
(35J 
る創造計:の作家の農Jj1乍作品などに H失恋"が使用されたことと、魯迅が1924
年に“失恋"を使用したこととは、関連があるのではないかと忠われる。
1920年代後半にも、“失恋"は、張資平の恋愛小説に多く使用され(用例
目、 14)、1926年、 29年には、創造社の作家以外の茅属や老舎の小説にも使
用されている(用例15、16)。
13) 短又有向学説，雲~実母在 S 市去ZE後才抱独身主義的。
(張資平《飛袈》創造社出版部、 1926、p.7)
(しかし、またある同級生は、雲叔母さんは81ヨで失恋してから独身主義
を決心したと言った)
14)漣琉就今日的我的情形一一丞ZE手1]疾病的情形市j総我後悔手IJ似認識
了。(張資平〈約倍之涙>((東方雑誌》第2:3巻第4A号、)926.2、p.218)
伝達滞、今の僕の状態、つまり失恋と病気の状態から言えば、{業は容と知
りあったことを後悔している)
15)抱素情然答道:r 1~\不知道恋愛着是窓様地熱烈不顧一切，生2E了是窓様
難受日足!J (茅}雷〈幻滅>(Jj唱えjヲ報》第18巻第9号、 1927.9、1).15)
(抱素は吃然として答えた。「恋愛中だとどれほど熱烈に一切を顧みるこ
とがないか、また、失恋するとどんなに苦しいか、君は知らないだろ
う!J) 
16)把紙旗子放下、去読書，去{故事;手IJ把丞Z主的悲号止住，肴者自己的志
願，責任，事業，是今日中国一一一破砕i町中酪，破砕せ1:i翠可愛的中臨!
一一的青年的雨付好結!
(老舎くこ馬>((小説月報》第20巻9号、 1929.9、p.1510)
(祇の旗を捨てて、勉強をし、仕事をすることと、失恋の号泣を止めて、
自分の意志と賓任と事業とを克つめることは、今日の中国一一向破壊され
た中国、破壊されでもなお愛すべき中国なのだ!ーーの青年の二搬の良
薬である)
(竹中伸訳「馬さん父子J W老舎小説全集 3~ 学醤研究社、 1982、 p.J85) 
“失恋"の辞典への収録は、 1928年の《綜合英漢大辞典))(商務印書舘〉に、
lovelornの訳語として“失愛"と“失恋"が併記されているのが確認できる。
国語辞典では、 1915年の《辞源))(蒋務印書館)や1931年の《辞源 続編》
(蕗務印書館)に“失愛"及び、“失恋"の収録は見られなかった。“失恋"
は、 1930年の《王雲五大辞典))(商務部書館)に収録され、その後は、《標準語
大辞典))(荷務印書館、 1935)、《商務印書館、国語辞典))(1945)と続く。
(36J 
3.おわりに
日本では、「失恋」は、 1896年の小柴j琵葉の小説に早い使用が見られた。以
後も創作や翻訳に使用され定着したと思われるの
、}干1詣誌では、“失愛"や“失愛i約"が1910年頃までの英華・華英辞典
に収録され、 1908年の魯迅の作品にも“失愛"が使用されたが、 1918年の周
作人の翻訳や、 1920年代の強資平の恋愛小説、さらに創造社の作家たちに“失
恋"が使用された後、“失恋"が次第に定着していったとJAl，われる。
注
(1)沈1998、p.460
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1901β、p;:30)、上村ヰ:)11訳「おもかげJ (~文芸倶楽部s 第7巻第13号、 190 1. 10、
p.116) 、 J~JJII 白村訳「夢なりしかJ (~;帝国文学』第9巻第9号、 1903.9、 p.38) など
に「失恋j の寵熔が見られた。
(7)柳父1982、p.40
(8)聖書翻訳において、「翻訳委員会J(こよる「委員会訳J(1880)が、 love(約翰15
意9節)の訳語として「愛j を採用したことも、「愛J と「恋」の住み分けに繋がっ
た1可能性もあるとj忍われる。
(9) J詩作人訳〈貞操論><来IT青年》第4巻第5号、 1918.5、0.3860
(10)西棋1993は、 Y.D.について、 1920年頃に日本に留学していた、呉覚農 (1896
'" 1989)だとしている。
(11)魯迅〈栽fl]<<語紙》的始終><ar4穿j引:IJ>第1巻第2$謡、 1930.2((<魯迅全集》人
民文学出版社、 1981、p.166)
(37) 
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